
知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

1

教科ガイダンス　１時間

・学習規律の確認
・評価規準および判断基準の説明

・学習用具の確
認
・振り返りシー
トの書き方
・ＩＣＴ機器活
用
・春休み宿題提
出

2

朝のリレー　１時間

◎音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
（知・技(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】音声の働きや仕組みに
ついて，理解を深めている。
（(1)ア）

【態】音声の働きや仕組みについ
て進んで理解を深め，小学校での
学習を生かして音読しようとして
いる。

→速さ，声の強弱，間の取り方，
言葉の調子，声の高さを工夫しな
がら音読している。 観察

ノート
ワークシート

3

言葉に出会うために　野原はうたう　１時間

◎音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
（知・技(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】音声の働きや仕組みに
ついて，理解を深めている。
（(1)ア）

【態】音声の働きや仕組みについ
て進んで理解を深め，小学校での
学習を生かして音読しようとして
いる。

→速さ，声の強弱，間の取り方，
言葉の調子，声の高さを工夫して
いる。
→情景や心情を表す表現に応じ
て，音読のしかたを工夫してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次元
コード

4

5

6

7

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

8

9

10

11

12

［聞く］情報を的確に聞き取る　１時間

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を
深め，それらを使うことができる。（知・技(2)イ）

◎目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料
を整理し，伝え合う内容を検討することができる。（思・判・表
A(1)ア）

◎必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，共
通点や相違点などを踏まえて，自分の考えをまとめることができ
る。（思・判・表A(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問し
たり意見などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】比較や分類，関係づけ
などの情報の整理のしかたについ
て理解を深め，それらを使ってい
る。（(2)イ）

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常生
活の中から話題を決め，集めた材
料を整理し，伝え合う内容を検討
している。（A(1)ア）

・「話すこと・聞くこと」におい
て，必要に応じて記録したり質問
したりしながら話の内容を捉え，
共通点や相違点などを踏まえて，
自分の考えをまとめている。
（A(1)エ）

【態】進んで記録したり質問した
りしながら話の内容を捉え，学習
課題に沿ってメモを取ろうとして
いる。

→5W1Hに注意して，キーワードと
なる言葉を書き留め，番号や記号
を用いて整理している。

→日常の話題について，情報を整
理
し，聞き取る内容を考えている。

→情報を的確に聞き取り，要点を
押さえてメモしている。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次元
コード

観察
ノート
ワークシート

１学びをひらく　【全１１時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

声を届ける 書き留める 言葉を調べる 続けてみよう ４時間（話聞
②書②）

◎音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
（知・技(1)ア）

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
（知・技(2)イ）

◎読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解することができる。（知・技(3)オ）

◎目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料
を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

○ ◎ ○

【知・技】
・音声の働きや仕組みについて，
理解を深めている。（(1)ア）

・比較や分類，関係づけなどの情
報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深
め，それらを使っている。（(2)
イ）

・読書が，知識や情報を得たり，
自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解している。（(3)
オ）

【思・判・表】「書くこと」にお
いて，目的や意図に応じて，日常
生活の中から題材を決め，集めた
材料を整理し，伝えたいことを明
確にしている。（B(1)ア）

【態】進んで日常生活の中から題
材を決め，これまでの学習を生か
して「言葉の手帳」を作ろうとし
ている。

→聞き手を意識して速さ，声の強
弱，間の取り方，言葉の調子，声
の高さを工夫している。

→線や矢印で情報を整理してい
る。

→これまでに読んだ本などを基
に，印象に残った言葉を書き留め
ている。

→日常生活やこれまでに読んだ本
の中から題材を決め，情報を整理
して「言葉の手帳」に書き込んで
いる。

令和6年度（2024年度） 石嶺中学校

国語科年間指導計画　１学年
時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

観察
ノート
ワークシート

→P28窓「場面
の展開に着目す
る」
→P264資「文学
的な文章を読む
ために」
→P29言葉
→ DVD・二次元
コード

シンシュン　４時間

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
ウ）

◎場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描
写を基に捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★物語を読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりする。
（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】事象や行為，心情を表
す語句の量を増すとともに，語句
の辞書的な意味と文脈上の意味と
の関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。（(1)ウ）
　
【思・判・表】「読むこと」にお
いて，場面の展開や登場人物の相
互関係，心情の変化などについ
て，描写を基に捉えている。
（C(1)イ）
　　
　
【態】場面の展開について，描写
を基に積極的に捉え，学習課題に
沿って感想を交流しようとしてい
る。

→登場人物の心情や行動を表す言
葉に着目して作品を読み進めてい
る。

→場面ごとに会話や描写を整理し
て，登場人物の心情や関係の変化
を捉えている。



13

情報整理のレッスン　比較・分類　１時間

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を
深め，それらを使うことができる。（知・技(2)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】比較や分類，関係づけ
などの情報の整理のしかたについ
て理解を深め，それらを使ってい
る。（(2)イ）

【態】学習課題に沿って，積極的
に情報の整理のしかたについて理
解を深め，それらを使おうとして
いる。

→情報の整理のしかたを理解し，
情報を比較したり，分類したりし
ている。

観察
ノート
ワークシート

→P9「思考の地
図」
→P271資「情報
整理の方法」

14

15

16

17

18

漢字１　漢字の組み立てと部首　漢字に親しもう１　１時間

◎小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字
程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】小学校学習指導要領第
２章第１節国語の学年別漢字配当
表に示されている漢字に加え，そ
の他の常用漢字のうち300字程度か
ら400字程度までの漢字を読んでい
る。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使っている。（(1)
イ）

【態】学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりしよう
としている。

→漢字の組み立てと部首について
理解し，漢和辞典を使って調べて
いる。

観察
ノート
ワークシート

→P19「言葉を
調べる（漢和辞
典）」
→P258「小学校
六年生で学習し
た漢字一覧」
→P302資「一年
生で学習した漢
字」
→P317資「一年
生で学習した音
訓」

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

19

20

21

22

23

24

思考のレッスン１　意見と根拠　１時間

◎原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解す
ることができる。（知・技(2)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】原因と結果，意見と根
拠など情報と情報との関係につい
て理解している。（(2)ア）

【態】学習課題に沿って，積極的
に意見と根拠の関係について理解
しようとしている。

→説得力のある根拠や，意見と根
拠の結び付きについて理解してい
る。

観察
ノート
ワークシート

25

26

27

28

ダイコンは大きな根？　２時間

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を
深め，それらを使うことができる。（知・技(2)イ）

◎文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などに
ついて叙述を基に捉え，要旨を把握することができる。（思・判・
表C(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★説明の文章を読み，理解したことや考えたことを報告したり文章
にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】比較や分類，関係づけ
などの情報の整理のしかたについ
て理解を深め，それらを使ってい
る。（(2)イ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章の中心的な部分と付加
的な部分，事実と意見との関係な
どについて叙述を基に捉え，要旨
を把握している。（C(1)ア）

【態】文章の中心的な部分と付加
的な部分について積極的に捉え，
学習課題に沿って筆者の工夫を伝
え合おうとしている。

→本文中で比較がどのように使わ
れているかを理解している。

→「問い」と「答え」から中心的
な部分を捉え，筆者の主張を理解
している。

観察
ノート
ワークシート

→P43窓「段落
の役割に着目す
る」
→P266資「説明
的な文章を読む
ために」
→P44言葉

ちょっと立ち止まって　３時間

◎原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解す
ることができる。（知・技(2)ア）

◎文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などに
ついて叙述を基に捉え，要旨を把握することができる。（思・判・
表C(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★説明の文章を読み，理解したことや考えたことを報告したり文章
にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】原因と結果，意見と根
拠など情報と情報との関係につい
て理解している。（(2)ア）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章の中心的な部分と付加
的な部分，事実と意見との関係な
どについて叙述を基に捉え，要旨
を把握している。（C(1)ア）

【態】進んで要旨を把握し，学習
の見通しをもって考えたことを伝
え合おうとしている。

→筆者の主張と事例との関係を理
解している。

→序論・本論・結論の段落のまと
まりに着目し，要旨を捉えてい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P50窓「文章
の構成に着目す
る」
→P266資「説明
的な文章を読む
ために」
→P51言葉

２　新しい視点で　【全１３時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

情報を整理して書こう　わかりやすく説明する　４時間

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を
深め，それらを使うことができる。（知・技(2)イ）

◎目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料
を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。（思・判・表B
(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど，事実やそれを基に考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ア）

○ ◎ ○

【知・技】比較や分類，関係づけ
などの情報の整理のしかたについ
て理解を深め，それらを使ってい
る。（(2)イ）

【思・判・表】「書くこと」にお
いて，目的や意図に応じて，日常
生活の中から題材を決め，集めた
材料を整理し，伝えたいことを明
確にしている。（B(1)ア）

【態】集めた材料を粘り強く整理
し，学習の見通しをもってわかり
やすく説明しようとしている。

→集めた情報を，観点に沿って比
較したり，共通点を見つけて分類
したりして整理している。

→目的や相手を意識して，情報を
集めて整理し，説明の文章の構成
を考えている。

観察
ノート
ワークシート

→P272資「発想
を広げる」
→P271資「情報
整理の方法」
→P35下段「観
点ごとに分類す
る」
→P36「構成を
考える」
→P19「言葉を
調べる」
→P37「達人か
らのひと言」

観察
ノート
ワークシート

→P272資「発想
を広げる」

→P56「スピー
チメモの例」
→P57窓「魅力
的なスピーチを
するために」

→ DVD・二次元
コード
→P57「達人か
らのひと言」

話の構成を工夫しよう 好きなことをスピーチで紹介する ４時間

◎音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。（知
・技(1)ア）

◎目的や場面に応じて，日常生活の中から話題を決め，集めた材料
を整理し，伝え合う内容を検討することができる。（思・判・表A(1
)ア）

◎自分の考えや根拠が明確になるように，話の中心的な部分と付加
的な部分，事実と意見との関係などに注意して，話の構成を考える
ことができる。（思・判・表A(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★紹介など伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問したり意
見などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】音声の働きや仕組みに
ついて，理解を深めている。（(1)
ア）

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て，目的や場面に応じて，日常生
活の中から話題を決め，集めた材
料を整理し，伝え合う内容を検討
している。（A(1)ア）

・「話すこと・聞くこと」におい
て，自分の考えや根拠が明確にな
るように，話の中心的な部分と付
加的な部分，事実と意見との関係
などに注意して，話の構成を考え
ている。（A(1)イ）

【態】話の構成を粘り強く考え，
学習の見通しをもってスピーチを
しようとしている。

→声の大きさ，話す速さ，間の取
り方などに注意しながらスピーチ
をしている。

→聞き手を意識して話題を決め，
話の内容を選んで整理している。

→聞き手を想定し，伝えたいこと
が明確になるように，構成を考
え，話す順番を工夫している。
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漢字に親しもう２　１時間

◎小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字
程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】小学校学習指導要領第
２章第１節国語の学年別漢字配当
表に示されている漢字に加え，そ
の他の常用漢字のうち300字程度か
ら400字程度までの漢字を読んでい
る。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使っている。（(1)
イ）

【態】学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりしよう
としている。

→小学校で学習した漢字の熟語を
使って文章を作り，中学校で学習
する漢字の読み方について理解し
ている。

観察
ノート
ワークシート

→P19「言葉を
調べる（漢和辞
典）」
→P258「小学校
六年生で学習し
た漢字一覧」
→P302資「一年
生で学習した漢
字」
→P317資「一年
生で学習した音
訓」
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知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）
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知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）
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文法への扉１　言葉のまとまりを考えよう　３時間

◎単語の類別について理解することができる。（知・技(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】単語の類別について理
解している。 （(1)エ）

【態】単語の類別を理解するため
に，今までの学習を生かして，積
極的にその前提となる言葉の単位
について理解しようとしている。

→文法の必要性を知り，言葉の単
位とその働きについて理解してい
る。

観察
ノート
ワークシート

　　情報社会を生きる

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

観察
ノート
ワークシート

３　言葉に立ち止まる　【全８時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

情報を集めよう 情報を読み取ろう 
情報を引用しよう　３時間（読①書②）

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
（知・技(2)イ）

◎目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料
を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。（思・判・表B
(1)ア）

◎目的に応じて必要な情報に着目して要約し，内容を解釈すること
ができる。（思・判・表C(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど，事実やそれを基に考えたことを書く。（思・判・表B(2)ア
）

★学校図書館などを利用し，多様な情報を得て，考えたことなどを
報告したり資料にまとめたりする。（思・判・表C(2)ウ）

○ ◎ ○

【知・技】比較や分類，関係づけ
などの情報の整理のしかた，引用
のしかたや出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。（(2)イ）

【思・判・表】
・「書くこと」において，目的や
意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理
し，伝えたいことを明確にしてい
る。（B(1)ア）

・「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して要約
し，内容を解釈している。（C(1)
ウ）

【態】引用のしかたや出典の示し
方について積極的に理解を深め，
学習課題に沿ってそれらを使おう
としている。

→グラフや文章の中の情報を関連
づけて情報を整理し，引用のしか
たや出典の示し方を理解してい
る。

→調べたいテーマについて，本や
インターネットを活用して情報を
集め，整理し，伝えたいことを明
らかにして書いている。

→必要な情報に着目して要約し，
内容を理解している。

観察
ノート
ワークシート

→P224「さまざ
まな表現技法」

比喩で広がる言葉の世界　２時間

◎比喩などの表現の技法を理解し使うことができる。（知・技(1)
オ）

◎文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などに
ついて叙述を基に捉え，要旨を把握することができる。（思・判・
表C(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★説明の文章を読み，理解したことや考えたことを報告したり文章
にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】比喩などの表現の技法
を理解し使っている。（(1)オ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章の中心的な部分と付加
的な部分，事実と意見との関係な
どについて叙述を基に捉え，要旨
を把握している。（C(1)ア）

【態】進んで要旨を把握し，学習
課題に沿って言葉について考えを
深めようとしている。

→文中で使われている比喩の文脈
上の意味を理解している。

→各段落の役割を理解し，要旨を
捉えている。

観察
ノート
ワークシート

→P224「さまざ
まな表現技法
（比喩）」

詩の世界　［書く］詩を作ろう　３時間（読②書①）

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。 
（知・技(1)ウ）

◎比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うこと
ができる。 （知・技(1)オ）

◎文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考え
ることができる。（思・判・表C(1)エ）

◎根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★詩や解説文を読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

★詩を創作し，感じたことや考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ウ）

○ ◎ ○

【知・技】
・事象や行為，心情を表す語句の
量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に
注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊か
にしている。（(1)ウ）

・比喩，反復，倒置，体言止めな
どの表現の技法を理解し使ってい
る。（(1)オ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。（C(1)エ）

・「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫してい
る。（B(1)ウ）

【態】文章の構成や展開，表現の
効果について積極的に考え，学習
の見通しをもって詩を創作しよう
としている。

→詩の中の語句の意味を捉えなが
ら，語感を磨き，語彙を豊かにし
ている。

→表現の技法を理解し，表現を工
夫して詩を書いている。

→詩に描かれている情景を想像
し，表現の効果を考えている。

→自分の思いが読み手に伝わるよ
うに，言葉や表現を工夫して詩を
書いている。
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言葉を集めよう　もっと「伝わる」表現を目ざして　１時間

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】事象や行為，心情を表
す語句の量を増すとともに，語句
の辞書的な意味と文脈上の意味と
の関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。（(1)ウ）

【態】今までの学習を生かして，
積極的に事象や行為，心情を表す
語句の量を増すとともに，話や文
章の中で使おうとしている。

→言葉を集め，似た意味の言葉や
修飾する言葉を考え，伝えたいこ
とに合う的確な言葉を探してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P81「紹介文
の例」「程度を
表す言葉」
→P300資「語彙
を豊かに」

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）
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読書を楽しむ　１時間

◎読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解することができる。 （知・技(3)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】読書が，知識や情報を
得たり，自分の考えを広げたりす
ることに役立つことを理解してい
る。（(3)オ）

【態】読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたりするこ
とに役立つことを進んで理解し，
今までの学習を生かして本の魅力
や感想を伝え合おうとしている。

→さまざまな読書の楽しみ方につ
いて理解し，読書が知識を得た
り，新しいものの見方や考え方を
知ったり，自分の考えを広げたり
することに役立っていることを理
解している。

観察
ノート
ワークシート

→P20「続けて
みよう」
→P84「本の中
の中学生」
→P190「考える
人になろう」
→P90，194「本
の世界を広げよ
う」
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本の中の中学生　
あと少し，もう少し　西の魔女が死んだ　ブラインドの向こうに見
える光
読書案内　本の世界を広げよう　
読書コラム　本との出会い　　　　１時間

◎読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解することができる。（知・技(3)オ）

◎文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなもの
にすることができる。（思・判・表C(1)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★学校図書館などを利用し，多様な情報を得て，考えたことなどを
報告したり資料にまとめたりする。（思・判・表C(2)ウ）

○ ◎ ○

【知・技】読書が，知識や情報を
得たり，自分の考えを広げたりす
ることに役立つことを理解してい
る。（(3)オ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを確かな
ものにしている。（C(1)オ）

【態】文章を読んで理解したこと
に基づいて，積極的に自分の考え
を確かなものにし，学習課題に
沿って本を読んで考えたことを伝
え合おうとしている。

→読書が，知識を得たり，新しい
ものの見方や考え方を知ったり，
自分の考えを広げたりすることに
役立っていることを理解してい
る。

→文章を読み，理解したことを基
に，自分の考えを形成している。

観察
ノート
ワークシート

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）
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４　心の動き　【全１６時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

観察
ノート
ワークシート

　　読書生活を豊かに

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

言葉１　指示する語句と接続する語句　２時間

◎指示する語句と接続する語句の役割について理解を深めることが
できる。 （知・技(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】指示する語句と接続す
る語句の役割について理解を深め
ている。（(1)エ）

【態】今までの学習を生かして，
積極的に指示する語句と接続する
語句の役割について理解を深めよ
うとしている。

→指示する語句と接続する語句の
役割を理解している。

観察
ノート
ワークシート

→P104窓「描写
に注目する」
→P264資「文学
的な文章を読む
ために」
→ DVD・二次元
コード
→P105言葉
→P103広がる読
書

星の花が降るころに　５時間

◎比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うこと
ができる。（知・技(1) オ）

◎場面と場面，場面と描写などを結び付けたりして，内容を解釈す
ることができる。（思・判・表C(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★小説を読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりする。
（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】比喩，反復，倒置，体
言止めなどの表現の技法を理解し
ている。（(1)オ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，場面と場面，場面と描写な
どを結び付けたりして，内容を解
釈している。（C(1)ウ）

【態】進んで場面と場面，場面と
描写などを結び付けて，内容を解
釈し，学習の見通しをもって考え
を伝え合おうとしている。

→様子や動きを何かにたとえた表
現を探し，どのような情景や気持
ちをたとえているのか考えてい
る。

→場面ごとの状況や，場面と人物
などの描写を結び付けて，内容を
読み深めている。

観察
ノート
ワークシート

→二次元コード
（銀木犀）

→P114窓「場面
や描写を結びつ
けて読む」
→P264資「文学
的な文章を読む
ために」
→P115言葉

大人になれなかった弟たちに……　４時間

◎読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解することができる。（知・技(3)オ）

◎場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描
写を基に捉えることができる（思・判・表C(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★物語を読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりする。
（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】読書が，知識や情報を
得たり，自分の考えを広げたりす
ることに役立つことを理解してい
る。（(3)オ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，場面の展開や登場人物の相
互関係，心情の変化などについ
て，描写を基に捉えている。
（C(1)イ）

【態】登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写を基に
積極的に捉え，学習の見通しを
もって朗読しようとしている。

→戦時中という時代背景や，その
中で暮らす人々の生活苦を理解し
ている。

→描写に着目して，登場人物の行
動や心情の変化を捉えている。
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聞き上手になろう　質問で話を引き出す　１時間

◎音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
（知・技(1)ア）

◎必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え，共
通点や相違点などを踏まえて，自分の考えをまとめることができ
る。（思・判・表A(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問し
たり意見などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】音声の働きや仕組みに
ついて，理解を深めている。
（(1)ア）

【思・判・表】「話すこと・聞く
こと」において，必要に応じて記
録したり質問したりしながら話の
内容を捉え，共通点や相違点など
を踏まえて，自分の考えをまとめ
ている。（A(1)エ）

【態】進んで記録したり質問した
りしながら，話の内容を捉え，今
までの学習を生かして話を引き出
そうとしている。

→話す速度や音量，言葉の調子や
間の取り方などに注意しながらス
ピーチをしている。

→話し手のスピーチに耳を傾け，
聞いたことを基に，質問のしかた
を工夫して聞き，対話をしながら
話を十分に理解しようとしてい
る。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次元
コード

55

56

57

［推敲］読み手の立場に立つ　１時間

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
ウ）

◎読み手の立場に立って，表記や語句の用法，叙述のしかたなどを
確かめて，文章を整えることができる。（思・判・表B(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）
★行事の案内を書くなど，伝えるべきことを整理して書く。（思・
判・表B(2)イ）

◎ ○

【知・技】事象や行為，心情を表
す語句の量を増すとともに，語句
の辞書的な意味と文脈上の意味と
の関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。（(1)ウ）

【思・判・表】「書くこと」にお
いて，読み手の立場に立って，表
記や語句の用法，叙述のしかたな
どを確かめて，文章を整えてい
る。（B(1)エ）

【態】粘り強く文章を整え，学習
課題に沿って案内文を推敲しよう
としている。

→正確でわかりやすい表現に書き
改めている。

→読み手の立場に立って，誤記は
ないか，表現は適切か，伝える情
報が正確にわかりやすく書けてい
るかなどを検討している。

観察
ノート
ワークシート

→P資275「文章
の推敲・原稿用
紙の使い方」

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

58

59

60

漢字２　漢字の音訓　１時間

◎小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字
程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】小学校学習指導要領第
２章第１節国語の学年別漢字配当
表に示されている漢字に加え，そ
の他の常用漢字のうち300字程度
から400字程度までの漢字を読ん
でいる。また，学年別漢字配当表
の漢字のうち900字程度の漢字を
書き，文や文章の中で使ってい
る。（(1)イ） 

【態】学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりしよう
としている。

→漢字の音・訓について理解し，
熟語を正しく読んだり，同じ熟語
の音・訓の読み方を使って短い文
を作ったりしている。

観察
ノート
ワークシート

→P19「言葉を
調べる（漢和辞
典）」
→P302資「一年
生で学習した漢
字」
→P317資「一年
生で学習した音
訓」

61

１学期期末テスト
・形成テストの実施 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、50％以上75％
である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、75％以上であ
る。

テスト結果

62

１学期期末テスト
・形成テストの解答と解説 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、50％以上75％
である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、75％以上であ
る。

分析レポート

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

63

64

65

66

観察
ノート
ワークシート

→P276「手紙の
書き方」

→P118窓「わか
りやすい案内文
を書くには」
→P120「読み手
の立場に立つ」

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

項目を立てて書こう　案内文を書く　２時間

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかたについて理解を
深め，それらを使うことができる。（知・技(2)イ）

◎目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料
を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。（思・判・表B
(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★行事の案内や報告の文章を書くなど，伝えるべきことを整理して
書く。（思・判・表B(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】比較や分類，関係づけ
などの情報の整理のしかたにつ
いて理解を深め，それらを使って
いる。（(2)イ）

【思・判・表】「書くこと」にお
いて，目的や意図に応じて，日常
生活の中から題材を決め，集めた
材料を整理し，伝えたいことを明
確にしている。（B(1)ア）

【態】集めた材料を積極的に整理
し，学習課題に沿って案内文を書
こうとしている。

→情報を項目ごとに整理すること
を理解し，案内文の作成に生かし
ている。

→伝えたい事柄・相手に応じて，
必要な情報が明確に伝わるよう
に，項目ごとに整理して案内文を
書いている。

観察
ノート
ワークシート

５　筋道を立てて　【全１７時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

言葉２　方言と共通語　２時間

◎共通語と方言の果たす役割について理解することができる。
（知・技(3)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】共通語と方言の果たす
役割について理解している。
（(3)ウ）

【態】今までの学習を生かして，
積極的に共通語と方言の果たす役
割について理解しようとしてい
る。

→共通語と方言の役割や特徴につ
いて理解している。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次元
コード

→P135言葉
→P134窓「構成
や展開の効果を
考える」
→P266資「説明
的な文章を読む
ために」

「言葉」をもつ鳥，シジュウカラ　４時間

◎原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解す
ることができる。（知・技(2)ア）

◎文章の構成や展開について，根拠を明確にして考えることができ
る。（思・判・表C(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★記録の文章を読み，理解したことや考えたことを報告したり文章
にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

○ ◎ ○

【知・技】原因と結果，意見と根
拠など情報と情報との関係につい
て理解している。（(2)ア） 

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章の構成や展開につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。（C(1)エ）

【態】文章の構成や展開について
粘り強く考え，学習の見通しを
もって考えたことを文章にまとめ
ようとしている。

→筆者がどのような事実を基にど
のような仮説を立てたかについ
て，理解している。

→筆者の意見と，それを支える根
拠との関係を考えている。



67

思考のレッスン２　原因と結果　１時間

◎原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解す
ることができる。（知・技(2)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】原因と結果，意見と根
拠など情報と情報との関係につい
て理解している。（(2)ア）

【態】今までの学習を生かして，
積極的に原因と結果の関係につい
て理解しようとしている。

→原因と結果がどうつながってい
るか整理し，二つの関係について
理解している。 観察

ノート
ワークシート

68

69

70

71

72

73

漢字に親しもう３　１時間

◎小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字
程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)イ）
 

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】小学校学習指導要領第
２章第１節国語の学年別漢字配当
表に示されている漢字に加え，そ
の他の常用漢字のうち300字程度か
ら400字程度までの漢字を読んでい
る。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，
文や文章の中で使っている。（(1)
イ）

【態】学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりしよう
としている。

→小学校で学習した漢字を使って
文章を作り，中学校で学習する漢
字の読み方について理解してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P19「言葉を
調べる（漢和辞
典）」
→P258「小学校
六年生で学習し
た漢字一覧」
→P302資「一年
生で学習した漢
字」
→P317資「一年
生で学習した音
訓」

74

[話し合い]　話し合いの展開を捉える　１時間

◎意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができ
る。（知・技(2)ア）

◎話題や展開を捉えながら話し合い，互いの発言を結び付けて考え
をまとめることができる。（思・判・表A(1)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★互いの考えを伝えるなどして，少人数で話し合う。（思・判・表
A(2)イ）

◎ ○

【知・技】意見と根拠など情報と
情報との関係について理解してい
る。（(2)ア）

【思・判・表】「話すこと・聞く
こと」において，話題や展開を捉
えながら話し合い，互いの発言を
結び付けて考えをまとめている。
（A(1)オ）

【態】進んで話題の展開を捉え，
学習課題に沿って話し合いにおけ
る発言のしかたについて考えよう
としている。

→「上達のポイント」の「根拠を
述べる」「前の人の意見を受けて
話す」「自分の意見と比較しなが
ら聞く」「意見を整理する」「話
がそれたときは元の話題に戻す」
を理解している。

→話題や展開を捉えながら話し合
うために気をつけることを理解
し，課題に沿って発言内容を考え
ている。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

75

76

77

78

79

音読を楽しもう　大阿蘇　１時間

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
ウ）

◎文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考え
ることができる。（思・判・表C(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

○ ◎ ○

【知・技】事象や行為，心情を表
す語句の量を増すとともに，語句
の辞書的な意味と文脈上の意味と
の関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。（(1)ウ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章の構成や展開，表現の
効果について，根拠を明確にして
考えている。（C(1)エ）

【態】進んで表現の効果について
考え，今までの学習を生かして朗
読しようとしている。

→詩の言葉がどのように使われて
いるか考えて，朗読をしている。

→繰り返しの表現や繰り返しなが
ら変化している表現などに着目し
ながら考えている。

観察
ノート
ワークシート

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

根拠を示して説明しよう　資料を引用してレポートを書く　　　５
時間

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
（知・技(2)イ）

◎書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して
文章の構成や展開を考えることができる。（思・判・表B(1)イ）

◎根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど，事実やそれを基に考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ア）

○ ◎ ○

【知・技】比較や分類，関係づけ
などの情報の整理のしかた，引用
のしかたや出典の示し方について
理解を深め，それらを使ってい
る。（(2)イ）

【思・判・表】
・「書くこと」において，書く内
容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構
成や展開を考えている。（B(1)
イ）

・「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫してい
る。（B(1)ウ）

【態】文章の構成や展開を粘り強
く考え，学習の見通しをもってレ
ポートを作成しようとしている。

→情報を整理し，自分の考えを裏
づける資料やデータを選び，出典
の示し方に気をつけながら引用し
ている。

→自分の考えに説得力をもたせる
ようなレポートの構成を考えてい
る。

→自分の考えを裏づける資料や
データを選び，アンケートで得ら
れた情報を適切に関連づけて，考
察を導き出している。

観察
ノート
ワークシート

→P272資「発想
を広げる」
→P274資「アン
ケート調査の方
法」
→P135「学習で
用いる言葉」
→P134窓「構成
や展開の効果を
考える」
→P141窓「根拠
を明確にして自
分の考えを伝え
るには」
→P64「情報を
引用しよう」
→P143「達人か
らのひと言」

観察
ノート
ワークシート

→P272資「発想
を広げる」

→ DVD・二次元
コード
→P149窓「話題
や展開を捉えて
話し合うために
は」
→P32「情報整
理のレッスン 
比較・分類」

６　いにしえの心にふれる　【全７時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

話題や展開を捉えて話し合おう グループ・ディスカッションをする 
 ４時間

◎意見と根拠など情報と情報との関係について理解することができ
る。（知・技(2)ア）

◎話題や展開を捉えながら話し合い，互いの発言を結び付けて考え
をまとめることができる。（思・判・表A(1)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★互いの考えを伝えるなどして，少人数で話し合う。（思・判・表
A(2)イ）

◎ ○

【知・技】意見と根拠など情報と
情報との関係について理解してい
る。（(2)ア）

【思・判・表】「話すこと・聞く
こと」において，話題や展開を捉
えながら話し合い，互いの発言を
結び付けて考えをまとめている。
（A(1)オ）

【態】積極的に互いの発言を結び
付けて考えをまとめ，学習の見通
しをもってグループ・ディスカッ
ションをしようとしている。

→自分の考えをまとめる際に，意
見に対する根拠を考えている。

→話し合いの話題や展開を捉え，
互いの発言を結び付けながら考え
をまとめている。



80

音読を楽しもう　いろは歌　古典の世界　１時間

◎音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，古文を音読
し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しむことができ
る。（知・技(3)ア）

◎古典にはさまざまな種類の作品があることを知ることができる。
（知・技(3)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】
・音読に必要な文語のきまりや訓
読のしかたを知り，古文を音読
し，古典特有のリズムを通して，
古典の世界に親しんでいる。
（(3)ア）

・古典にはさまざまな種類の作品
があることを知っている。（(3)
イ）

【態】古典にはさまざまな種類の
作品があることを積極的に知り，
今までの学習を生かして古文を音
読しようとしている。

→言葉の調子や間の取り方などを
意識して音読している。

→小学校から親しんできた古典の
作品を思い起こし，古典にはさま
ざまな種類の作品があることを理
解している。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次元
コード

81

82

83

84

85

86

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

87

88

89

90

91

92

７　価値を見いだす　【全９時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次元
コード

→P169「古典の
言葉」

今に生きる言葉
［書く］故事成語を使って体験文を書こう ２時間（読①書①）

◎音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，漢文を音読
し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しむことができ
る。（知・技(3)ア）

◎文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなもの
にすることができる。（思・判・表C(1)オ）

◎書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して
文章の構成や展開を考えることができる。（思・判・表B(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★漢文を読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりする。
（思・判・表C(2)イ）

★本や資料から文章を引用して説明するなど，事実やそれを基に考
えたことを書く。（思・判・表B(2)ア）

◎ ○

【知・技】音読に必要な文語のき
まりや訓読のしかたを知り，漢文
を音読し，古典特有のリズムを通
して，古典の世界に親しんでい
る。（(3)ア）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。（C(1)オ）

・「書くこと」において，書く内
容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構
成や展開を考えている。（B(1)
イ）
　　
【態】積極的に漢文を音読し，今
までの学習を生かして故事成語を
使った文章を書こうとしている。

→音読に必要な文語のきまり，漢
文特有のリズムや言い回しなどに
ついて理解している。

→「矛盾」や，「推敲」「蛇足」
「四面楚歌」の基になった故事を
調べ，どんな意味に使われるよう
になったか説明している。

→「矛盾」と自分の体験とを重ね
て，書く内容の中心が明確になる
ように文章の展開や構成を考えて
いる。

観察
ノート
ワークシート

→ DVD・二次元
コード
→P174「漢文を
読む」

→P19「言葉を
調べる」

→P173「故事成
語を使って体験
文を書こう」

蓬萊の玉の枝　――「竹取物語」から　４時間

◎音読に必要な文語のきまりや訓読のしかたを知り，古文を音読
し，古典特有のリズムを通して，古典の世界に親しむことができ
る。（知・技(3)ア）

◎場面の展開や登場人物の相互関係，心情の変化などについて，描
写を基に捉えることができる。（思・判・表C(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★物語などを読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりす
る。（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】音読に必要な文語のき
まりや訓読のしかたを知り，古文
を音読し，古典特有のリズムを通
して，古典の世界に親しんでい
る。（(3)ア）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，場面の展開や登場人物の相
互関係，心情の変化などについ
て，描写を基に捉えている。
（C(1)イ）

【態】進んで古文を音読し，学習
課題に沿って描かれている古典の
世界を想像しようとしている。

→音読に必要な文語のきまり，古
文特有のリズムについて理解し，
その世界に親しんでいる。

→「蓬萊の玉の枝」に登場する
人々の関係や思いに着目して読
み，現代の自分たちと比べ，古典
の世界と現代の人々に共通する部
分を考えている。

観察
ノート
ワークシート

助言を自分の文章に生かそう　作品の書評を書く ２時間

◎読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解することができる。（知・技(3)オ）

◎根拠の明確さなどについて，読み手からの助言などを踏まえ，自
分の文章のよい点や改善点を見いだすことができる。（思・判・表
B(1)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど，事実やそれを基に考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ア）

○ ◎ ○

【知・技】読書が，知識や情報を
得たり，自分の考えを広げたりす
ることに役立つことを理解してい
る。（(3)オ）

【思・判・表】「書くこと」にお
いて，根拠の明確さなどについ
て，読み手からの助言などを踏ま
え，自分の文章のよい点や改善点
を見いだしている。（B(1)オ）

【態】読み手からの助言などを踏
まえ，自分の文章のよい点や改善
点を進んで見いだし，学習課題に
沿って書評を書き，助言し合おう
としている。

→書評を書き，助言し合う活動を
通して，読書の意義を理解してい
る。

→読み手からの助言を踏まえて，
自分の書いた書評のよい点や改善
点を見つけている。

観察
ノート
ワークシート

→P9「思考の地
図」
→P32「情報整
理のレッスン 
比較・分類」
→P80「言葉を
集めよう」
→P120「読み手
の立場に立つ」
→P300資「語彙
を豊かに」
→他美術・音
楽:鑑賞文

「不便」の価値を見つめ直す
［書く］根拠を明確にして，意見をまとめよう 　４時間（読③書
①）

◎原因と結果，意見と根拠など情報と情報との関係について理解す
ることができる。（知・技(2)ア）

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
（知・技(2)イ）

◎目的に応じて必要な情報に着目して要約し，内容を解釈すること
ができる。（思・判・表C(1)ウ）

◎文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなもの
にすることができる。（思・判・表C(1)オ）

◎根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★説明の文章を読み，理解したことや考えたことを報告したり文章
にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

★本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど，事実やそれを基に考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ア）

○ ◎ ○

【知・技】
・原因と結果，意見と根拠など情
報と情報との関係について理解し
ている。（(2)ア）

・比較や分類，関係づけなどの情
報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深
め，それらを使っている。（(2)
イ） 

【思・判・表】
・「読むこと」において，目的に
応じて必要な情報に着目して要約
し，内容を解釈している。（C(1)
ウ）

・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。（C(1)オ）
　　
・「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫してい
る。（B(1)ウ）

【態】積極的に必要な情報に着目
して要約し，自分の考えを文章に
まとめようとしている。

→意見と根拠の関係に着目して，
必要な情報を取り出し，整理して
いる。

→要約するための情報の整理のし
かたを理解し，自分の考えをまと
めるときに要約や引用を明確に示
している。

→目的に沿って必要な情報を結び
付け，要約している。

→賛成か反対か，立場を明確にし
て，筆者の主張に対する自分の考
えをまとめている。

→立場を明確にして，自分の考え
の根拠となる事例を挙げながら，
意見をまとめて書いている。



93

漢字に親しもう４ １時間

◎小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字
程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)イ） 

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】小学校学習指導要領第
２章第１節国語の学年別漢字配当
表に示されている漢字に加え，そ
の他の常用漢字のうち300字程度
から400字程度までの漢字を読ん
でいる。また，学年別漢字配当表
の漢字のうち900字程度の漢字を
書き，文や文章の中で使ってい
る。（(1)イ）

【態】学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりしよう
としている。

→小学校で学習した漢字を使って
文章を作り，中学校で学習する漢
字の読み方について理解してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P19「言葉を
調べる（漢和辞
典）」
→P258「小学校
六年生で学習し
た漢字一覧」
→P302資「一年
生で学習した漢
字」
→P317資「一年
生で学習した音
訓」

94

95

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

96

考える人になろう　君たちはどう生きるか　たのしい制約
読書案内　本の世界を広げよう                    １時間

◎読書が，知識や情報を得たり，自分の考えを広げたりすることに
役立つことを理解することができる。（知・技(3)オ）

◎文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなもの
にすることができる。（思・判・表C(1)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★学校図書館などを利用し，多様な情報を得て，考えたことなどを
報告したり資料にまとめたりする。（思・判・表C(2)ウ）

○ ◎ ○

【知・技】読書が，知識や情報を
得たり，自分の考えを広げたりす
ることに役立つことを理解してい
る。（(3)オ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを確かな
ものにしている。（C(1)オ）

【態】読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたりするこ
とに役立つことを積極的に理解
し，今までの学習を生かして考え
たことを伝え合おうとしている。

→読書の意義（＝読書が知識や情
報を得たり，自分の考えを広げた
りすることに役立つこと）を理解
している。

→筆者のものの見方や考え方が表
れている部分に線を引き，考えた
ことをグループで発表し合う活動
を通して，自分の理解を確かなも
のにしている。

観察
ノート
ワークシート

97

学びの確かめ
・形成テストの実施 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、50％以上75％
である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、75％以上であ
る。

テスト結果

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

98

99

100

101

102

103

104

漢字に親しもう５ １時間

◎小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字
程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)イ） 

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】小学校学習指導要領第
２章第１節国語の学年別漢字配当
表に示されている漢字に加え，そ
の他の常用漢字のうち300字程度
から400字程度までの漢字を読ん
でいる。また，学年別漢字配当表
の漢字のうち900字程度の漢字を
書き，文や文章の中で使ってい
る。（(1)イ）

【態】学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりしよう
としている。

→小学校で学習した漢字を使って
文章を作り，中学校で学習する漢
字の読み方について理解してい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P19「言葉を
調べる（漢和辞
典）」
→P258「小学校
六年生で学習し
た漢字一覧」
→P302資「一年
生で学習した漢
字」
→P317資「一年
生で学習した音
訓」

105

106

８　自分を見つめる　【全２７時間】

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

観察
ノート
ワークシート

　　読書に親しむ

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

文法への扉２　言葉の関係を考えよう ２時間

◎単語の類別について理解することができる。（知・技(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】単語の類別について理
解している。 （(1)エ）

【態】単語の類別を理解するため
に，今までの学習を生かして，積
極的にその前提となる文の組み立
てについて理解しようとしてい
る。

→「文節どうしの関係」「連文
節」「文の組み立て」について，
理解を深めている。

観察
ノート
ワークシート

→P212窓「語り
手に着目する」
→P213言葉

文法への扉３　単語の性質を見つけよう　２時間

◎単語の類別について理解することができる。（知・技(1)エ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】単語の類別について理
解している。（(1)エ）

【態】今までの学習を生かして，
積極的に単語の類別について理解
しようとしている。

→「単語の分類」「品詞」「体言
と用言」について，理解を深めて
いる。

観察
ノート
ワークシート

少年の日の思い出 
［書く］別の人物の視点から文章を書き換えよう    　６時間（読
④書②）

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
ウ）

◎文章の構成や展開，表現の効果について，根拠を明確にして考え
ることができる（思・判・表C(1)エ）

◎文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなもの
にすることができる。（思・判・表C(1)オ）

◎書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して
文章の構成や展開を考えることができる。（思・判・表B(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★小説を読み，考えたことなどを記録したり伝え合ったりする。
（思・判・表C(2)イ）

★詩を創作したり随筆を書いたりするなど，感じたことや考えたこ
とを書く。（思・判・表B(2)ウ）

○ ◎ ○

【知・技】事象や行為，心情を表
す語句の量を増すとともに，語句
の辞書的な意味と文脈上の意味と
の関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。（(1)ウ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章の
構成や展開，表現の効果につい
て，根拠を明確にして考えてい
る。（C(1)エ）

・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。（C(1)オ）

・「書くこと」において，書く内
容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構
成や展開を考えている。（B(1)
イ）

【態】文章の構成や展開，表現の
効果について積極的に考え，学習
の見通しをもって別の人物の視点
から文章を書き換えようとしてい
る。

→場面描写の言葉や登場人物の心
情を表す言葉に着目している。

→時間・場所・出来事・語り手に
着目して作品の構成や展開を捉え
たり，具体的な表現を挙げてその
効果について自分の考えをまとめ
たりしている。

→登場人物の考え方や感じ方につ
いて，自分の考えをもっている。

→別の人物を選び，その人物の心
情や行動が明確になるように構成
や展開を工夫して書いている。



知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）
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漢字３　漢字の成り立ち　漢字に親しもう６　１時間

◎小学校学習指導要領第２章第１節国語の学年別漢字配当表に示さ
れている漢字に加え，その他の常用漢字のうち300字程度から400字
程度までの漢字を読むことができる。また，学年別漢字配当表の漢
字のうち900字程度の漢字を書き，文や文章の中で使うことができ
る。（知・技(1)イ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】小学校学習指導要領第
２章第１節国語の学年別漢字配当
表に示されている漢字に加え，そ
の他の常用漢字のうち300字程度
から400字程度までの漢字を読ん
でいる。また，学年別漢字配当表
の漢字のうち900字程度の漢字を
書き，文や文章の中で使ってい
る。（(1)イ）

【態】学習課題に沿って，積極的
に漢字を読んだり書いたりしよう
としている。

→漢字の成り立ちについて理解
し，漢和辞典を使って調べてい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P19「言葉を
調べる（漢和辞
典）」
→P258「小学校
六年生で学習し
た漢字一覧」
→P302資「一年
生で学習した漢
字」
→P317資「一年
生で学習した音
訓」
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２学期期末テスト
・形成テストの実施 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、50％以上75％
である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、75％以上であ
る。

テスト結果
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２学期期末テスト
・形成テストの解答と解説 ◎ ◎

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、50％以上75％
である。

【知・技】【思・判・表】
各観点の正答率が、75％以上であ
る。

分析レポート

知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）
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随筆二編　２時間

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
ウ）

◎場面と場面，場面と描写などを結び付けて，内容を解釈すること
ができる。（思・判・表C(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

○ ◎ ○

【知・技】事象や行為，心情を表
す語句の量を増すとともに，語句
の辞書的な意味と文脈上の意味と
の関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。（(1)ウ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，場面と場面，場面と描写な
どを結び付けて，内容を解釈して
いる。（C(1)ウ）

【態】進んで場面と場面，場面と
描写などを結び付けて，内容を解
釈し，今までの学習を生かして考
えたことを伝え合おうとしてい
る。

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

構成や描写を工夫して書こう　体験を基に随筆を書く　４時間

◎事象や行為，心情を表す語句の量を増すとともに，語句の辞書的
な意味と文脈上の意味との関係に注意して話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにすることができる。（知・技(1)
ウ）

◎書く内容の中心が明確になるように，段落の役割などを意識して
文章の構成や展開を考えることができる。（思・判・表B(1)イ）

◎根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★随筆を書き，感じたことや考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ウ）

○ ◎ ○

【知・技】事象や行為，心情を表
す語句の量を増すとともに，語句
の辞書的な意味と文脈上の意味と
の関係に注意して話や文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語
彙を豊かにしている。（(1)ウ）

【思・判・表】
・「書くこと」において，書く内
容の中心が明確になるように，段
落の役割などを意識して文章の構
成や展開を考えている。（B(1)
イ）

・「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫してい
る。（B(1)ウ）

【態】粘り強く文章の構成や展開
を考え，学習の見通しをもって随
筆を書こうとしている。

→体験や思いを伝えるために，情
景や心情を表す言葉を適切に選ん
で使っている。

→読み手に状況がイメージできる
ように，書く内容の中心が伝わる
ように，構成を工夫している。

→書きだしや結び，出来事を，言
葉を吟味し，描写を工夫して書い
ている。

観察
ノート
ワークシート

→P216「随筆二
編」
→P272資「発想
を広げる」

→P186「助言を
自分の文章に生
かそう」
→P222「書きだ
しを工夫する」
→P222窓「印象
に残る随筆を書
くには」
→P223「達人か
らのひと言」

→P196「季節の
しおり 冬 雪に
まつわる言葉」
→P81「言葉を
集めよう 紹介
文の例」
→P99「大人に
なれなかった弟
たちに……」
（母への思いの
描写）
→P219窓「随筆
を味わう」
→P264資「文学
的な文章を読む
ために」

→「空の描写」や「父親とのやり
とり」がどのように表現されてい
るかを理解している。

→場面の展開や描写に着目しなが
ら，筆者の「空」についての思い
や「父親」への思いを捉えてい
る。

観察
ノート
ワークシート

観察
ノート
ワークシート

→P73「比喩で
広がる言葉の世
界」

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表)
 ▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

言葉３　さまざまな表現技法　２時間

◎比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うこと
ができる。（知・技(1)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

◎ ○

【知・技】比喩，反復，倒置，体
言止めなどの表現の技法を理解し
使っている。（(1)オ） 

【態】積極的に比喩，反復，倒
置，体言止めなどの表現の技法を
理解し，学習課題に沿ってそれら
を使おうとしている。

→比喩，反復，倒置，体言止めな
どの表現の技法を理解している。

観察
ノート
ワークシート

→P32「情報整
理のレッスン 
比較・分類」
→P34「情報を
整理して書こ
う」
→P230-231下段
「観点を探す」
「観点の例」
→P54「話の構
成を工夫しよ
う」
→P233窓「集め
た情報からテー
マを見いだすに
は」
→ DVD

一年間の学びを振り返ろう
要点をフリップにまとめ，発表する　５時間（話聞③書②）

◎音声の働きや仕組みについて，理解を深めることができる。
（知・技(1)ア）

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
（知・技(2)イ）

◎相手の反応を踏まえながら，自分の考えがわかりやすく伝わるよ
うに表現を工夫することができる。（思・判・表A(1)ウ）

◎目的や意図に応じて，日常生活の中から題材を決め，集めた材料
を整理し，伝えたいことを明確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問し
たり意見などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

★本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど，事実やそれを基に考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ア）

○ ◎ ○

【知・技】
・音声の働きや仕組みについて，
理解を深めている。（(1)ア）

・比較や分類，関係づけなどの情
報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深
め，それらを使っている。（(2)
イ）

【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て，相手の反応を踏まえながら，
自分の考えがわかりやすく伝わる
ように表現を工夫している。
（A(1)ウ）

・「書くこと」において，目的や
意図に応じて，日常生活の中から
題材を決め，集めた材料を整理
し，伝えたいことを明確にしてい
る。（B(1)ア）

【態】集めた材料を積極的に整理
し，今までの学習を生かして要点
をフリップにまとめ，発表しよう
としている。

→声の大きさ，話す速さ，間の取
り方などに注意しながら発表をし
ている。

→情報の整理のしかたを理解し，
要点をわかりやすくフリップにま
とめている。

→聞き手や場に応じて，発表の言
葉や表現を変えるなどの工夫をし
ている。

→「観点」に見合った情報を集め
整理し，内容が伝わる端的な言葉
をフリップに書いている。
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さくらの　はなびら　１時間

◎比喩，反復，倒置，体言止めなどの表現の技法を理解し使うこと
ができる。（知・技(1)オ）

◎文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなもの
にすることができる。（思・判・表C(1)オ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★詩を読み，考えたことなどを伝え合う。（思・判・表C(2)イ）

○ ◎ ○

【知・技】比喩，反復，倒置，体
言止めなどの表現の技法を理解し
使っている。（(1)オ）

【思・判・表】「読むこと」にお
いて，文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを確かな
ものにしている。（C(1)オ）

【態】文章を読んで理解したこと
に基づいて，積極的に自分の考え
を確かなものにし，考えたことを
伝え合おうとしている。

→詩に用いられている表現の技法
を理解し使っている。

→詩の解釈を通して理解したこと
に基づいて，自分の考えを確かな
ものにしている。

観察
ノート
ワークシート

→P224「言葉3 
さまざまな表現
方法」
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知・技 思･判･表 態 概ね満足（B） 十分満足（A）

1

書写で学ぶこと p.2-3
◎書写学習の目的を理解することができる。
書写の学習の進め方 p.4
◎学習の進め方の要点を理解することができる。

４月

4

5

3

2

学習を振り返ろう　３時間（読①話聞①書①）

◎比較や分類，関係づけなどの情報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深め，それらを使うことができる。
（知・技(2)イ）

◎共通語と方言の果たす役割について理解することができる。
（知・技(3)ウ）

◎文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と意見との関係などに
ついて叙述を基に捉え，要旨を把握することができる。（思・判・
表C(1)ア）

◎文章を読んで理解したことに基づいて，自分の考えを確かなもの
にすることができる。（思・判・表C(1)オ）

◎相手の反応を踏まえながら，自分の考えがわかりやすく伝わるよ
うに表現を工夫することができる。（思・判・表A(1)ウ）

◎根拠を明確にしながら，自分の考えが伝わる文章になるように工
夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）

▼言葉がもつ価値に気づくとともに，進んで読書をし，我が国の言
語文化を大切にして，思いや考えを伝え合おうとする。（主体的に
学習に取り組む態度）

★説明の文章を読み，理解したことや考えたことを報告したり文章
にまとめたりする。（思・判・表C(2)ア）

★紹介や報告など伝えたいことを話したり，それらを聞いて質問し
たり意見などを述べたりする。（思・判・表A(2)ア）

★本や資料から文章や図表などを引用して説明したり記録したりす
るなど，事実やそれを基に考えたことを書く。（思・判・表B(2)
ア）

◎ ○

【知・技】
・比較や分類，関係づけなどの情
報の整理のしかた，引用のしかた
や出典の示し方について理解を深
め，それらを使っている。（(2)
イ）

・共通語と方言の果たす役割につ
いて理解している。（(3)ウ）

【思・判・表】
・「読むこと」において，文章の
中心的な部分と付加的な部分，事
実と意見との関係などについて叙
述を基に捉え，要旨を把握してい
る。（C(1)ア）

・「読むこと」において，文章を
読んで理解したことに基づいて，
自分の考えを確かなものにしてい
る。（C(1)オ）

・「話すこと・聞くこと」におい
て，相手の反応を踏まえながら，
自分の考えがわかりやすく伝わる
ように表現を工夫している。
（A(1)ウ）

・「書くこと」において，根拠を
明確にしながら，自分の考えが伝
わる文章になるように工夫してい
る。（B(1)ウ）
  
【態】今までの学習を生かして，
それぞれの学習課題に粘り強く取
り組もうとしている。

→曲名と歌の一節を引用する方法
を理解している。

→課題にある方言の例を読み，共
通語と方言の果たす役割について
理解している。

→温暖化による流氷の減少が，環
境に与える影響について，網走気
象台の観測記録からわかった事実
を二つに分けて書いている。

→「……という警告。」で終わる
形になるように，筆者の示した情
報と自分の考えを結び付けて書い
ている。

→話すときは，聞き手の反応を踏
まえて，伝えたいことが伝わるよ
うに表現を工夫している。

→卒業式で歌ったり聞いたりした
い歌について，自分の思いや考え
を繰り返すだけでなく，根拠とな
る事例を挙げて文章を書いてい
る。

観察
ノート
ワークシート

→P46「ちょっ
と立ち止まっ
て」
→P126「『言
葉』をもつ鳥，
シジュウカラ」

→ DVD・二次元
コード
→P54「話の構
成を工夫しよ
う」　
→P121「言葉２ 
方言と共通語」

→P64「情報を
引用しよう」　
→P138「根拠を
示して説明しよ
う」

令和6年度（2024年度） 国語科年間指導計画　１学年

  書写年間指導計画　１学年（20時間）

時
数

教材名　配当時間
◎指導目標(知･技)(思･判･表) 
▼(主体的に学習に取り組む態度) ★言語活動

単元の評価規準 評価規準・判断基準
評価方法

留意点
備考　

配慮事項

観察
毛筆作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

４月

点画の書き方と字形の整え方　〈大志〉 p.14-15 （3）エ（ア）
【用具】毛筆・鉛筆
◎点画の書き方と字形の整え方を理解して書くことができる。 ○

【知・技】
〇点画の書き方と字形の整え方を
理解して書いている。

→点画の書き方と字形の整え方を
理解し、硬筆の楷書の文言が整わ
ない理由を指摘している。

観察
毛筆作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

４月～５月

姿勢と筆記具の持ち方　　　　　　　p.6-7　（3）エ（ア）
【用具】毛筆・鉛筆
◎小学校での学習を振り返り，自分の書き方を見直すことができ
る。

字形と配列を整える書き方　　　　p.8-9（3）エ（ア）
【用具】鉛筆
◎小学校での学習を振り返り，自分の書き方を見直すことができ
る。

基本の点画の書き方 p.10-12 （3）エ（ア）
【用具】毛筆・鉛筆
◎小学校での学習を振り返り，自分の書き方を見直すことができ
る。

自分の書き方を見直そう　　　　　 　　p.13（3）エ（ア）
【用具】毛筆・鉛筆
◎小学校での学習を振り返り，自分の書き方を見直すことができ
る。

○ 【知・技】
○小学校での学習を振り返り自分
の書き方を見直している。

→毛筆や硬筆の姿勢・持ち方につ
いて理解し積極的に行なうことが
できる。
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情報を整理した書き方　　　　   p.22-23（3）エ（ア）
【用具】鉛筆
◎情報を整理して分かりやすく書くにはどうすればよいか理解して
書くことができる。

楷書のまとめ p.24-25 （3）エ（ア）
【用具】鉛筆
◎楷書の書き方を理解して書くことができる。

○

【知・技】
〇情報を整理するための工夫を理
解して書いている。

【知・技】
〇楷書の書き方を理解して書いて
いる。

→目的や用途に合わせて筆記具を
選んで，適切な字形や文字の大き
さ，字間や行間で書いている。

観察
作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

９月

9

[生活に広げよう] 案内の手紙を書こう p.26-27 （3）エ（ア）
【用具】鉛筆・ペン
◎案内に必要な情報を分かりやすく書くことができる。

[文字のいずみ]　文字の成り立ちと移り変わり　 　 p.28-29
文字の成り立ちと移り変わりについて知り，文字文化への関心を高
めることができる。

○ ○

【思・判・表】
〇案内の手紙を書くときに既習事
項をどのように生かすか考えてい
る。

【態】
〇既習事項を生かして，進んで，
分かりやすい案内の手紙を書こう
としている。

→目的や用途に合わせて筆記具を
選んで，適切な字形や文字の大き
さ，字間や行間で書いている。 観察

作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

９月

10

11

12

13

14

15

16

[生活に広げよう] 年賀状を書こう p.42-43 （3）エ（イ）
【用具】ペン・小筆（筆ペン）
◎行書の動きや形の特徴を考えて年賀状を書くことができる。

○ ○

【思・判・表】
〇年賀状を書くときに，既習事項
をどのように生かすか考えてい
る。

【態】
〇既習事項を生かして，進んで，
行書で年賀状を書こうとしてい
る。

→文字の大きさや配列に気をつけ
て、適切な筆記具を用いて書いて
いる。

観察
年賀状作品

１２月

17

[文字のいずみ] 書き初めをしよう
〈夢の実現〉〈温故知新〉〈美しい緑〉〈早春〉
p.44,97-100
（3）エ（ア）・（イ）
【用具】毛筆
◎書きたい言葉と書体を考え，これまでに学習してきた「書写のか
ぎ」を生かして，書き初めを書くことができる。

○
【知・技】
〇これまでの学習を理解して書き
初めを書いている。

→書初めの意義を理解し、毛筆書
写の学習の成果を生かし，書き初
めを書いている。

観察
書き初め作品

１２月

18

19

20

6

7

観察
毛筆作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

５月～６月

文字の大きさと配列 〈夏山の緑うつりし小窓かな〉   　　p.20-21
（3）エ（ア）
【用具】小筆（筆ペン）・鉛筆
◎文字の大きさと配列を整えて書くためにはどうすればよいか理解
して書くことができる。

○
【知・技】
〇文字の大きさや配列の整え方を
理解して書いている。

→漢字と仮名の大きさの整え方を
理解している。

観察
毛筆作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

６月～７月

仮名の書き方と字形 〈五十音表〉　p.16-18（3）エ（ア） 
【用具】毛筆・鉛筆
◎仮名の書き方や字形の特徴を理解して書くことができる。

[文字のいずみ]
いろは歌       p.19
◎「いろは歌」について知り，文字文化への関心を高めることがで
きる。

○
【知・技】
〇仮名の書き方や字形の特徴を理
解して書いている。

→楷書に調和する平仮名や片仮名
の筆使いを理解し、整えて書くこ
とができる。

観察
毛筆作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

１０月

点画の連続　〈日光〉 p.34-35 （3）エ（イ）
【用具】毛筆・鉛筆
◎点画の連続について，書く動きと連続の仕方を理解して書くこと
ができる。

○

【知・技】
〇行書の点画の連続について，書
く動きと連続の仕方を理解して書
いている。

→行書の動きのパターンを理解
し、点画の連続や省略に気をつけ
て書いている。

観察
毛筆作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

１０月～１１月

行書を書くときの動き p.30-33 （3）エ（イ）
【用具】毛筆・鉛筆
◎行書を書くときの特徴的な動きを理解して書くことができる。 ○

【知・技】
〇行書を書くときの特徴的な動き
を理解して書いている。

→行書の基本的な4つの動きや，5
つの形の特徴を理解し、それを意
識して書いている。

観察
毛筆作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

１１月

[生活に広げよう]
職場訪問をしよう p.45-47 （3）エ（ア）・（イ）
【用具】ペン
◎書写で身につけた力を生活のさまざまな場面で生かすことができ
る。

[文字のいずみ]　書いて味わおう　「竹取物語」 　p.48　（3）エ
（ア）・（イ）
【用具】鉛筆
◎古典を書いて味わい，文字文化への関心を高めることができる。

○ ○

【思・判・表】
〇場面や目的に応じて既習事項を
どのように生かすか考えている。

【態】
○既習事項を生かして，進んで，
目的や場面に合った文字を書こう
としている。

→これまでの学習を生かして適切
な筆記具を用い，封筒や便箋に硬
筆で書いている。

観察
作品
硬筆ノート
升目用紙
ワークシート

１月～３月

点画の変化　〈大空〉 p.36-37 （3）エ（イ）
【用具】毛筆・鉛筆
◎点画の変化について，書く動きと変化の仕方を理解して書くこと
ができる。

行書のまとめ① p.38-39 （3）エ（イ）
【用具】鉛筆
◎行書の点画の連続と点画の変化を理解して書くことができる。

[文字のいずみ]　伝統的な用具·用材　p.40-41
◎伝統的な用具・用材について知り，文字文化への関心を高めるこ
とができる。

○

【知・技】
〇行書の点画の変化について，書
く動きと変化の仕方を理解して書
いている。

【知・技】
〇行書の点画の連続と点画の変化
を理解して書いている。

→行書の動きのパターンを理解
し、点画の連続や省略に気をつけ
て書いている。


